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小 中学生 における 箸の 持ち方と鉛筆の 持 ち方 との 関連

Relationship　between　the　Handling　Motion　of 　Chopsticks　and 　the　Writing　Motion　of　a　Pencil

　　　　　　　　　　　 in　Elementary　and 　Junior　High　School　Students．
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　Developmental　changes 　in　the　handhng　motion 　of　chopsticks 　and 　writing 　motion 　of　a　pencil　were 　studied 　in　ele −

rnentary 　and 　junior　high　school 　students ．　The　handhng　rnotion 　of　chopsticks 　and 　the 　writing 　motion 　of　a　pencil

were 　respectively 　classified 　into　four（I　to　IV）and 　five（A 　to　E）types．　The 　linkage　between　the　motion 　type　for
chopsticks 　 and 　that　fQr　a 　pencil　was 　also 　examined ．　The　relative 　proportion 　of　type 　I （conventiona1 ）increased　with

increasing　age ，　while 　those　for　types　II（less　cornplete ） and 　I工1 （incomplete）decreased　with 　increasing　age ．　The

relat 三ve 　proportion 　of 　type 　IV （others ＞was 　14％，　being　independent　of　age ．　The　re1ative 　proportion　of　type 　A

（conventionaD 　 was 　42％ in　three　age 　groups．　 The　total　relative 　proportion 　of　types 　B （less　complete 　folding　of　the

thumb ），C 〔extended 　thumb ）and 　D （forefinger　controD 　were 　39％，The　total　numbers 　of　types　I　and 　II　were 　79

％ for　all　subjects ，　with 　44％ and 　56％ of　these　subjects 　being　respectively 　assigned 　to　types　A 　and 　B　to　E （others ）．

The 　number 　of　type　A　was 　42％ of　all　subjects ，　with 　83％ of　these　subjects 　being　assigned 　to　types 　I　and 　II．　These
results 　suggest 　that　development　of　the　handling　motion 　for　chQpsticks 　was 　slower 　than 　that　of 　the　writing 　mo

−

tions　for　a　pencil，　and 　that　the 　age 　at　which 　many 　students 　attain 　type 　I　capability 　may 　be　at　least　15　years　old ．
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ド ：運 動 機能　motor 　ability ；箸 の 持 ち方　handling　motion 　of　chopsticks ；鉛 筆 の 持 ち方

　　　　　 of　penci1；小 学 生 　elementary 　school 　students ； 中学 生　junior　high　school 　students

　食事 の 際，食べ もの や 料理 を主 に 箸 　ス プーン ，フ ォ
ー

ク な どで 取 る 人 々 は 世界人口 の 約 60％ ，残 りの 約 40％ は

手の み を使 う人 々 と考え ら れ て い る
D
。こ の うち箸 を 使 っ

て 食事 を して い る の は，日本，中 国 大 陸，台湾，朝鮮半島，

ベ トナ ム な ど 東 ア ジ ア の 約 15億 人 と考え ら れ て い る
2｝

。

そ の 中で も，中国大陸や朝鮮半島 な どの 地 域 で は箸 と匙を

併 用 す る「中 国 型 箸食文化」を形成 して い る
2）

。 そ れ に 対 し，

日本 で は 主 に箸 の み を使用 す る独 自の 「日本型箸食文化」

が 形成 され て お り
2｝
，特 に和食 で は 箸 が 食事 の 道具 と し て

不可欠で ある
34 〕

。

　箸 の 持ち方や 操作法 は食べ も の を取 る効率に大 きく影響

し，そ れ 以外 に も食事 の 際 の 姿勢 に 関与す る と さ れ て い

る
5 ／

。箸の 持ち方 に つ い て は こ れまで 我が 国で は幼児期に

体 得 す る 基 本 的 な 生 活 習 慣 の
一

つ と し て 考 え ら れ て き

た
哺
．
。しか し，最 近 で は 食の 欧米 化，和 食離 れ，食 ス タ

イル の 変化な ど に よ り，ナ イ フ ，フ ォ
ーク，ス プーン を使

う頻度が 増す と共 に 箸 の 使用頻度が 減少 して い る
51。そ れ

に 伴 っ て 幼児期か ら青少年 の 箸 の 持 ち方 に多様性 が み ら

れ，伝統 的 な 持ち方 が 次第 に 少な くなりは じめ て い る
゜
．
。

　
一

方，学校給食 で は 1976年 に 米飯が導入 され て 以 来，
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Writing 　mOtiOn

箸 を使用す る 頻度が 増 して 来 た
7 ’

が，食事文化を特徴づ け

る箸の 使 い 方 は 特 に小中学生 で は 個人 差 が大きく，持 ち方

に多様性 が あ り，伝統的 に正 しい と され る 持 ち方の 者 が 少

ない と され て い る
5，8’91c

，また，箸 の 持ち方 と幼児期の 運 動

能力，特 に 手先 の 巧緻性 と の 関連 が 山 下
fi／

に よ っ て 報告 さ

れ て い る 。 さらに 2〜94歳 ま で の 箸の 持 ち 方と使い 方の 実

態 に つ い て も検討 されて い る
SI

。 しか し，成長 途 上 に あ る

小 中学生 の 箸 の 使 い 方 につ い て は 向井 と橋本の 報告
9／

が あ

る が．最 近 の 児 童 生 徒 の 箸 の 持 ち方 につ い て は そ の 実態 を

明 らか に した研 究 は 少 な い
10］
。こ の 点を明確 に す る こ とは，

発育途上 に ある児童生 徒 に お け る こ れ か らの 食 の 教育を考

える 上で 重要 で あ り，また 箸の 持ち方 と発育 との 関連 を考

える 上で も不可欠で あ る 。

　そ こ で 本 研 究 で は，小 中 学生が 箸を どの よ うに 使 っ て 食

事 を して い る の か，そ の 持ち方の パ タ
ー

ン は どの よ うなも

の か ，箸の 持 ち 方 は成 長
・発 達 の 影響 を受 け る か 否 か を 検

討した。併せ て ，箸 と類似 した 鉛筆 の 持 ち方 と成 長 ・発 達

との 関連を し らべ ，さらに 箸の 持ち方 と鉛筆 の 持 ち方 との

関連 を比 較 ・検討 した。

方　　法

1． 予備的検討

　箸の 持ち方 とそ の パ タ
ー

ン 化 を 行うた め，予 め 本 実 験 と

異なる 小学校 1年生 31 名 （男 子 13名，女子 18名） と小

学校 5 年生 39名 （男子 23名，女子 16名）70名を用 い て

検討 した。

（355） 47
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2 　 箸の 持ち方の 検討

1） 対象者

　 公立 の 小学校 2 年生 （7〜8歳）55 名 （男子 32名，女子

23 名），小 学校 5年生 （10〜11歳）55名 （男子 30名，女

子 25名）お よ び 公 立 の 中学校 2年生 （13〜14歳）51名 （男

子 31名，女子 20名），合計 161名 （男子 93名，女子 68名）

を対象者 と した 。 本研究 で は 小学校 の 2年生を 8歳 5年

生 を 11 歳 中学校 2 年生 を 14歳 と定義 した。対 象者 の 体

格特性 （身長，体重，座高 ：Means ± SE） は，小学校 2

年 生 （122．6± O．8cm ，24．2 ± 0．6　kg，67，2± 0，4　cm ），小 学

校 5 年 生 （140．8± 0．8cm ，35．8 ± 1．4　kg，75，5± O．6　cm ），

中学校 2年生 （151．9± 0．9cm ，47，9± 1，2　kg，84．6 ± 0．6　cm ）

で あっ た 。 対象者の 箸 と鉛筆 の 利 き手 の 確認 を鉛筆の 撮 影

終了後に 行 っ た。対象者が 通う小学校と中学校 は 同 じ通 学

区で あっ た。

2）　撮影の 方法

　 箸の 持ち 方の 撮影 は デ ジ タ ル ビ デ オ カ メ ラ （Canon ・

FV 　100型〉 を 用 い ，通常 の 給食活動時間 （12 ：35〜13 ：

20）に米飯献立 の 際に 実施 した 。 食事時 の 箸 の持ち方を撮

影す る た め，対象者 に は極力接近 しな い よ う十分 配慮した 。

食事 中の 箸 の 使い 方や手の 動 きは 通常通 りに 行う よ う予 め

依 頼 した。カ メ ラ で の 撮影 は 被験者 の 上肢左右 の 方向を

0
°
と した と き，前方 と後方の そ れ ぞ れ 30°の 範囲 の 角度か

ら行 っ た。

3， 鉛筆 の 持ち方 の検討

1） 対象者

　箸 の持 ち方 に つ い て撮影した対象者と同
一と した 。

2） 撮影の 方法

　鉛筆の 持 ち方は 箸 と 同 じデ ジ タ ル ビデ オ カ メ ラで 撮影 し

た。鉛 筆 （Tombow −8900　HB ） は 全 て 電動 鉛筆削 り器 で

削 っ たもの を用 い た。撮影 に は 予 め ひ らが な を グ レーで 印

刷 した用紙を用 い た。ひ らが な は一筆が 長い 字 を選 び，字

の 大 きさ は 3cm 角の マ ス 目大 と した。また，対象者 に は

で きる 限 り時 間 をか け て トレ
ー

ス す る よ う依頼 し，撮影時

間が 1名あた り 30秒 以 上 と な る よ う設定 し た 。 撮影 は 机

上 の 用 紙 の 字 を トレ
ー

ス す る 場面 と した 。

4． 箸 と鉛 筆 の 持 ち方の 画像 デ ー
タ解析

　撮影 した 画像 はパ ー
ソ ナ ル コ ン ピ ュ

ー
タに 取 り込 み，箸

や 鉛筆を持 つ 手の 動 きと持つ 指 の 位置を確認 した。

1） 箸の 持ち方

　箸 の 持 ち方 の パ タ
ー

ン 化 は，従 来 の 分類 通 りの 持 ち

方
4’519111−13）

と予備的検討 に よ っ て 得 られ た持 ち方を も と に

検討 した。各 々 の 持 ち方 の 人 数 とそ の 割合 を年齢別，性別，

対象者全体 で し らべ た。また，箸 の 動 か し方 に つ い て は箸

で 食べ もの を挟 む動作 の 画像 を参考 に して 検討 した 。

2） 鉛筆の 持 ち方

　鉛筆の持 ち 方 の パ ターン は 小学校 の 書写の 教科書 や 指導

書等 に記 載さ れ て い る正 しい 持ち方
i4−17）

と，本研究 で 観察

され た 持ち方をもと に分類 し，各年齢 の 各 々 の 持ち方の 人

数 とそ の 割合を性別お よ び対象者全 体 で しらべ た 。

5， 箸と鉛筆の持ち方 と の 関連

　箸の 持 ち 方 と鉛筆 の 持 ち方 をパ タ
ー

ン化 した後，対象者

全体 の箸と鉛筆の 持 ち 方 と の 関連 を検討 した。

6． 統計解 析

　箸と鉛筆 の 持 ち方 を年齢別 及 び性 別 で 集計 し，x2 検 定

お よび ラ イ ア ン の 名義水準 を用 い た多重比較に よ り解析 し

た
18・　19〕。また，対象者全体の 箸の 持 ち方 と鉛筆 の 持ち方 の

関連性も同様に解析した 。 有意水準 を p〈 0，05，0，05〈p〈

0．10を有意傾向あ りと した 。

　本研究は 対象者 の 肖像権 を尊重 して 行 っ た。

結　　果

1， 箸の 持ち方 の パ ターン化

　箸 の 持ち方をパ ターン 化す る た め，小学生 を対象 と して

検討 した。箸の持ち方を分析す る た め の 至適な画像条件 は，

箸を持つ 指 5本の 位置関係が 明瞭なこ と，指先 の 位置が 明

瞭な こ と，各指の どの 位置に箸が触れて い るかが判別で き

る こ と，食べ もの を運 ぶ 動作 中 の 箸 を持 つ 指の 変 化 が 確認

で きる こ とで あ っ た。こ れ らの 画 像条件 を 参考 と し，伝統

的 な箸の 持 ち方 （＝標準型）
5．6’9’11’13）

を基準 と した結果

Fig．1 に 示す よ うに，伝統 的な標準型 （1型），中 指曲げ

持ち （H 型），中指かけ持ち （皿 型），そ の他 の持ち方 （IV

型）に 分類 された 。 1型 は 母指の 内側 と薬指 の 第
一

関節 の

爪側 で 下箸を固定 し，母指 と示指，中 指 の 指先で 上箸を握

っ て動 か す持ち方で あ り，小 指は薬指を支 え る た め に 働 く

持ち方で あ る （Fig．1 ・1）。こ の 1型 は 機 能 性 や 作 業性 な

どの 多種の 機能を遂行す る の に 適 して い る持ち方 と されて

い る
4−6）

。皿型 は 標準型 （1 型） の 中指が 曲が っ た持 ち方

で あり （Fig．1 ・H ），上箸は母指の 第
一

節 と中指の 第三節

1 H

Fig．1　 Typical　cLass−type　of　the　handling　motiQn 　of 　chop −

　 　 　 sticks 　in　elementary 　and 　junior　high　school 　stu ・

　 　 　 dents　used 　in　the　present　study ．
C且assifications 　 of 　I，　II，　III　and 　IV　class．types　 are 　 clearly 　de−

scribed 　in　 the 　text．
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Table　1．Class−types　of　the 　handling　motion 　of 　chopsticks 　in　elernentary 　and 　junior　high　school 　students ．

Class・rype
Years Sex

8yrs llyrs 14yrs Bく〕y Girl
TOtal

Iu

皿

W

15（273）
24（43・6）

；］
8（14．6）」 b．

8（14．6〕 」 鸞｛i聴獺li・1・　il’i・難ドlii］］｝］i鑾1］1ヨ
T ⊂〕tal　　　 55 〔100．0）　　　　55（100D〕 51（100，0） 93（100D ） 68（100．  161 〔100．0）

Va 且ues ： numbers ．　VaLues　in　parentheses ：fractiona且percentage　in　each 　ctass −type　of 　the　handling　motion 　of　chop
・

st．icks、　Statistics二
’亅．
p ＜O．（）5，　b　p くO．Ol　and 　

L．
p く0．001　Cvs．　ciass −type 　of　the　handLing　motion 　of 　chopsticks ）．

の 爪 側 で 挟 み，示 指の 第三 節 を上 に 添 え て 固定して い る。

中指の 曲げ方が 深 い と きは，中 指の 第二 節 で 箸 を 固定 す る

持ち方 で あ る 。 皿 型 は 箸 を 中指 で 押 さ え る 持ち方 で あ り

（Fig，ユ・皿 ），上箸を中指 の 第三 節 と薬指 の 第二 節 に挟 み，

示指 を使 わ ず に 添えて い る か また は 浮い て い る ケース が み

られ る ，、また，下 箸は母指 と示指の 股部 と薬指 の 第三 節爪

側 に あて ，母指 の 第
一

節 で 上 か ら押 さ え て 固 定 して い る．

　IV型 は r型〜皿 型の カ テ ゴ リ
ー

に 該 当 しな い 持 ち 方 と し

た。そ の 例 と して，Fig．1 ・IVに示す よ うに，上箸を示 指

と 中指で か け て持 ち，示指 と 中指 の 第
一

節の 腹 の 部分で 持

つ 持 ち方で あ る。こ の 場合，母指 は 第二 節側面 で と き ど き

押 さえ る ケ
ース が み られ，

．
ド箸 は母指 と示指 の 股部 と薬指

の 第三 節上 部 に あ て，母 指の 第
一

節 で 上 か ら押 さえて 固定

して い た 。

2． 箸 の持 ち方と年齢 ・性 と の 関連

　年齢別 及 び性別の 箸 の 持ち方 の 結果 を Table　 lに 示す。

箸 の 持 ち方を ／検定 した 結果 年齢及 び性別い ず れ と も

人 数の 偏 り に有 意差 が 認め られ な か っ た 。 その た め，全 対

象者 に 対 して
一

次元 の x2 検定を行 っ た結果，有意差が 認

め ら れ た （／（3）三52．83，p ＜ 0．Ol）。多重 比 較 の 結果， 1

型 と 且型 に は 差が な く，こ れ ら両 型 は 皿 型 ，IV型 よ り有意

に 多か っ た （い ず れ も p＜ 0．001）。 ま た，皿 型 と IV型 に は

有意 差 が なか っ た。全対象者 の 箸の 持ち方の 割合 は 1 型 が

37％．H 型 が 41％ で あ っ た。　 H 型 は 1型 とほ ぼ 比較的類

似 して い る た め， 1型 と H 型 の 和 を算 出 した 。 その 値 は

78％ と 著 し く高 く，皿 型 が 8％，IV型 が 14％ で あ っ た 。

した が っ て ，箸 の 持 ち方 は 1 型 と 1 型 を合 わせ る と全対象

者 の 約 4／5 と な り，残 りの 約 1／5 は 皿 型 が 約 lf’3、　 IV型 が

約 2，／3 で あ っ た。

　年齢別 に み た箸の 持ち方の 人数分布 は，い ず れ の 年齢と

も有意差が 認め られ た （pく 0，01）。 8 歳で は 1 型 は他 の 型

との 差が な く，1 型 は 皿 型や IV型 よ り有意 に 多か っ た （い

ず れ も p 〈 0．Ol）e，　 11歳 で は 全対象者 の 結 果 と 同様 で あ っ

た 。 14 歳で は IV型 が 皿 型 よ り有意 に多い （p＜0．05＞以 外

は 全 対象者 の 結果 と 同 様で あ っ た 。

　箸 の 工型 の 割含 と年齢との 関 係 は．8歳 で 27％ ，11 歳

で 38％、14歳 で 47％ と な り，年齢 が 高 くなる と共 に増加

して い た （Table　1）。そ れ に対 し，1 型 の 割合 は 年齢 が 高

くなる と共 に や や低下 した．皿型 は 8 歳 で 15％，ll歳 で

9％，14歳 で 0％ とな り，年齢 と共 に 明 らか に 低 下 した 。

IV型 は 年齢 に 関 係 な く 13〜15％ で あっ た。

　性別か らみ た 箸 の 持ち方の 人 数分布 （Table　1）は，男子，

女子 と も有意差が 認 め ら れ （p ＜0．01），男 子 で IV型が 皿 型

よ り有意 に 少なか っ た （p〈 0．05＞ 以外は，全対象者 の 持

ち方の 分布と同 様 で あ っ た c、

3． 鉛筆 の 持ち方の パ ターン化

　鉛筆 の 持 ち方 は対 象者 全 員 の 撮 影画 像を観察 した 後 正

しい と さ れ て い る 持 ち 方 を A 型 と し
13−L6

，　 A 型 を基準 と

してパ タ
ー

ン 化 した 。 その 結果，Fig．2 に 示 す よ うに ，鉛

筆 の 持 ち 方を大略 5種類 に 分類 で きた。A 型 は 母 指 と 示

指 の 指先 で 鉛筆を持ち，中指 の 指先を添え て 示指 の 付 け 根

よ りわ ず か に 指 先 寄 りで 軸 を受 け て 鉛筆 を安定 させ る 点 に

特徴が あ る 〔Fig．2 ・A ）。　B 型 の 特徴 は母指 を示指 で 押 え，

残 りの 指 は 握 っ て い る 点で あ る （Fig．2 ・B）．c 型 の 特徴

は母 指 が 鉛筆 の 軸 よ り ヒに 突 き 出 て 示 指 を握 っ て い る こ と

で あ る （Fig．2 ・c）、、　 D 型 は 母指 が 鉛筆 の 軸 よ り上 に 突 き

出 て い る 点 に特徴がある （Fig．2 ・D ）。　B〜　D 型 は い ず れ

も直 した い 持 ち 方と され て い る
15i6’

。　E 型 は A ・− D 型 に 属

さ ない 持 ち 方で あ り，そ の 典 型例 は，母指を伸 ば した部分

に鉛筆 の 軸 をあて 示指の 指先で 押え，示指は鉛筆の 位置が

A 型 よ り上 に な る た め に 力 が 入 っ て 極 端 に 曲が っ て い る

A

溢 墨
D

養

蓮
E

ヤr
Fig，2　Typical　 class −types 　 of 　the　 writing 　mQtion 　 of

　 　 　 pencil 　in　elementary 　and 　junior　high　school 　stu．

　 　 　 dents　used 　inしhe　present　study ．

C且assifications 　of　A，　B、　C，　D 　and 　E 　class −types 　are　dear．

ly　described　in　the 　text．
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Table　2，　Class−types　of 　the　writing 　motion 　of 　a　pencil　in　elementary 　anCl　junior　high　school 　students ．

Ctass−type
Years Sex

8yrs llyrs 14yrs Boy Girl
Total

ABCDE 24（47．1）　　　　17（30．9）・

4（7．8）　　　　 7（12．7）
2（3．9）・　　　　9（16．4）

13（25．5）　　　　　6（10．9）．

8（15．7）　　　　16（29、1）．

24（49．0）
1（2．O）
8（16．3）
11（22、5）
5（10．2）

45（50．0）†　　　20（30．8）
’
1
』
　　　　65（41．9）

4（4．4）　　　　　　8（12．3）　　　　　12（7．7）
8〔8．8＞　　　　　ll（16．9）　　　　　19（12．3）
15（16．7）　　　　15（23．1）　　　　 30（19．4）
18（20．0）　　　 Il（16．9）　　　　29（18．7）

Total51 （工00．0）　　　55（100．0）　　 49（100．0）　　　90（100．0）　　　65（IOO．0）　　　155（100．0）

Values ： numbers ．　Values 　in　parentheses ：fractional　percentage 　in　each 　class −type　of　the

writirlg 　motion 　Qf　a　penciL 　Statistics： ’indicates　significant 　difference（p ＜0．05）among 　years 　in

each 　class・type　of　the　writing 　rnotiorl　of 　a　pencil 　and 　
tp

＜0．05 （boy　vs．　girl），

持ち方 で あ る （Fig，2 ・E）。

4．　鉛筆の 持ち方 と年齢 ・性と の 関連

　鉛筆の持 ち 方の 年齢別お よび性別 の 結果を Table　2 に示

す。こ れ ら の デ ータ を x2 検定 に よ っ て 解析 した結 果，年

齢で は 人数の 偏りに 有意差が み ら れ た （X2（8）＝ 19．19，　 p＜

O．05）。そ こ で 残差分析を行 っ た 結果，11歳 で は他 の 年齢

よ りA 型 と D 型 が 有意 に少な く，E 型 が 有意 に多 く，8
歳 の C 型が 有意 に少 な か っ た。性別 で は 有意傾向 （X2（4）
＝9．32，0．05〈p 〈0．01）が あ り，残差分析 の 結果で は A 型

の男子と女子 に有意差が 認め られ た。

　全対象者の うち，A 型 は 65 名 （42％ ），　 B 型は 12名 （8
％），C 型 は 19名 （12％），　 D 型 は 30名 （19％ ），　 E 型 は

29名 （19％ 〉で あ っ た 。 A 型 は 8歳 （47％）と 14歳 （49％）

で ほ ぼ 50％，11歳 で は 31％ ，男子 は 45 名 （50％），女子

は 20名 （31％ ） と相対的 に少 な か っ た （Table　2）。

5． 箸と鉛筆 の 持ち方との関連

　箸 と鉛筆 の 持ち方 との 関 連 を し らべ る た め，両方の 持ち

方の 撮影対象 とな っ た 155名の 箸と鉛筆の 持ち方 を Table

3 に まとめ た。こ れ ら の デ
ー

タ に つ い て κ
2
検定 の 結 果，

箸 と鉛筆の 持 ち方 の 人 数の 偏 りは 認め られ なか っ た。

　そ こ で つ ぎに ，一
次元 の x2 検定 を行 っ た。そ の 結果，

箸 の 持 ち方 で 鉛筆の 持ち方の 人数 に 偏 りが 認 め ら れ た の は

1型 と 1 型（それぞれ X2（4）＝19．83，　 p 〈O．Ol），　 X2 （4）＝

34．53，p＜0．Ol） で あ っ た 。 1型の場合 A 型 25名 （42％）

は B 型 8 名 （22％），C 型 6名 （10％），　 D 型 8 名 （13％ ）

よ り有意 に多 く （い ず れ も p く 0．01），E 型 13 名 （21％ ）

とは有意差 が み ら れ な か っ た 。 H 型 の 場 合，　 A 型 （46％ ）

は B 型 2 名 （3％ ），C 型 8 名 （13％ ），　 E 型 8 名 （13％）

よ り有意 に 多 く（い ずれも p＜0，001），B 型 は D 型 16名（25

％ ） よ り有意 に少 な か っ た （p ＜0、01）。全 対象者 の うち 1

型は 60 名 （39％），H 型 は 63名 （41％），両型 で 123 名 （80
％） で あ っ た。 1型 と H 型 を合計 した 鉛筆 の 持ち方は，A
型 54 名 （44％），B 型 10 名 （8％ ），　 C 型 14 名 （ll％ ），

D 型 24名 （20％ ），E 型 21名 （17％ ） と な り，人 数 に 偏

りが み ら れ た （X2（4）＝4891 ，　 p ＜ 0，01）。　 A 型 は B〜E 型

の い ず れ よ りも有意 に 多か っ た （い ず れ もp ＜0．001）が，
皿 型 とV 型で は鉛筆 の 持ち方 に有意差 は なか っ た。

　鉛筆 の 持 ち方 の うち A 型 の 人数 は 65名 （総 数 の 42％ ）

で あ っ た 。 そ の 中で 箸の 持 ち方 が 1型 の 数 は 25名（39％ ），

1 型 で は 29名 （45％），皿 型 で は 4 名 （6％ ），IV型 で は 7
名 （ll％） で あ っ た が， 1型 と H 型 に は 差 が な く，い ずれ

も皿 型 や IV型 よ り有 意 に 多 か っ た （い ず れ も p〈 0，001）。
鉛 筆の 持 ち 方 が A 型 の 場合，1 型 と H 型 の 合計が 54名 （総

数の 83％） と著 しく多か っ た。B 型 の場合 は 12名 （総数

の 8％ ）で あ り， 1型が 皿型 や IV型 に 比 べ て多か っ た （い

ずれ もp ＜0，05）。 C 型 で は 20名 （総数の 13％）で 箸 の 持

ち方 に 差がなか っ た 。 D 型 で は 30名 （総 数の 19％ ）で ，
H 型が 皿 型，W 型 よ り多か っ た （い ず れ も p 〈 0，01）。

　 E 型

Table　3． Relatienship　between 　class −types 　of 　the　handling　mQtion 　of　chosticks 　and 　class ・types 　of

writing 　motion 　of 　a 　pencil 　in　elementary 　and 　jt皿 ior　high　school 　students ．

Class−types 　Qf　the　writing

motion 　of　a 　pencil

Class−types 　of　the　handling　motion 　of　chopsticks

1 H 皿
Total

ABCDE 2
：器：細
騾

」

｝
13（21．7）

撒｝1
’ll翻

」1

4（33．3）
1（8、3）

1（8．3）
3（25．O）
3（25．0）

7（35．0）
1（5．0）
5（25．0）
3（15．0）
4（20．0）

65（41、9）
12（7．7）
20（12，9）
30（19、4）
28（18．1）

Total 60（100．0） 63（100．0） 12（10D．0）　　20（1CO．0）　　155（100．O）
Values ： numbers ．　Values　in　parentheses ：fractional　percentage 　in　each 　class −type　of　the　handling

motion 　of　chopsticks ．　blp く0．Ol　and 　
c）
p 〈O、001 （vs．　class −types　of 　the　writing 　motion 　of　a　pencil），
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小中学 生 に お ける箸 の 持ち方 と鉛筆の持ち方 との 関連

は 28 名 （総 数の 18％ ） で あ り． 1 型が 皿 型 よ り有意 に 多

か っ た （p 〈 0．05）。

考　　察

　本研究で は，小中学生 の 箸の 持ち方は ほ ぼ 1〜IV型 に分

類 で きる rt丁能性 を示 した （Fig．1）。標準型 と され る 1型 の

割合は 年齢が高 くなる と共 に高くな り，箸 の 調節能が 相対

的 に 低 い と され る H 型 は 年齢が 高 くな る と共に や や 低 くな

り．40％ で あ っ た。また，皿型 は年齢 が 高 くな る と共 に

低 くな り，女 子 が 男 子 よ り約 3 倍 高 く （Table　1），　 IV型の

割合 は年齢 に関 係 な く14％ で ある こ と を示 した。さらに．

年齢 の 増加 と共 に 1型 が 高 く な る の に 対 し，且 型 と皿 型 は

相対的に 低 く． 1 型 と 皿 型 は い ず れ も女子が 高 く，H 型 と

IV型 は い ずれも男子が 相対 的 に高 い 傾向 （Table ／）が み

られ た、、

　一方，1）小中学生 の 鉛筆 の 持ち方に つ い て は A 〜E 型

に 分類 で き る n∫能性を示 した （Fig，2）。標準型 と され て い

る A 型 は 全 体 の 42％ を 占 め ．こ の う ち A 型 は 男
「
Fが 相

対的 に高 く，B 〜D 型 で は 女子 が 相対的 に 高 か っ た （Table

2）。また，鉛筆 の 持ち方は男子 で は A 型が 多く，女子 で

は B〜D 型が多い 傾向が み られ た 。

　 他方，箸 の 持 ち 方が ほ ぼ 標 準 的 な 1 型 と 1 型 は 全 体 の

79％ を占め．そ の うち 鉛筆の 持ち方 が A 型 で あ っ た の は

44％，残 り 56％ は B 〜E 型 で あ り （Table　3），箸 の 持 ち

方が 1型 と H 型で あっ て も鉛筆の 持ち方は多様 で あ り．特

に D 型 が 20％，E 型 が 17％ と相対 的 に 高 い こ と を示 した

（Table　3）。 ま た，鉛筆の 標準 型 の A 型 は 全 体 の 42％ で

あ り，そ の うち 1型 が 39％，H 型が 45％， 1 型 と U 型 を

合 わ せ る と 83％ と な り，A 型 で は 1型または H 型の 箸 の

持 ち 方が 全体 の 約 4／5 以 上 を 占め （Table　3），　 B〜E 型 で

は H 型 が 多い こ と （Table　3） を 示 し た。

1． 箸 の 持 ち 方の パ ターン 化

　 本研究 で は箸 の 持 ち 方 が 年齢 の 増加 と共 に 1型 で 増 加，

且型で や や 低下，皿型 で低下，IV型で 変化 し な い こ とか ら，

箸 の 持ち方 に は 成長
・
発達 に よる 変化が あ る こ とを示 した。

こ の 結果 は 特 に 小中学校 生 の 箸 の 持 ち 方が まだ十分定 まっ

て お らず，徐 々 に変化 して い くこ と を示唆す る 。 また，私

達 は成 人女 性 に 5 日間 継続的 に 箸 を使 っ た ときの 持ち方を

しらべ た結 果，こ の 期 間 中 の 箸 の 持 ち方 に は 明 瞭 な 変化が

認め られない こ とを確認 した。こ の 結果 か ら，撮影期 間 中

の 対象者の 箸の 持ち方 は ほ ぼ再 現 性が あ る もの と推定で き

る。した が っ て，小中学生 の 箸の 持ち方は急激 に 変化す る

の で は な く比較的緩徐 に変化す る もの と推定 で きる。

2．　 箸の 持ち方と成長 ・発達 との 関運

　 一般 に，二 本 の 箸 を操作す る た め に は下 箸 を 固 定 し．食

べ もの を挟ん で 安定 に保持す る こ とが 不可 欠 で あ る。そ れ

に 対 して 上 箸 は 通 常三 本 の 指で 挟む こ と に よっ て 任意 に操

作す る こ とが で き る
5：1、、そ こ で 本研究 で は，箸 の 持 ち 方 を

4 種類 （1 〜W 型）に分 け て 成長
・発 達 との 関 連を し ら べ た。

その 結果，年齢が高くなる につ れて 1型 が増加し，H 型 と

皿 型が 減少 し，IV型 が 変化 しない こ と か ら．成 長 ・発達 に

伴う箸 の 持 ち 方の 変化 は H 型 また は 皿 型 か ら 1型 へ と変化

す る 可 能性が 高 い もの と推定 で きる。す な わ ち， 1型が よ

り箸 を 合理 的 に 操作す る こ と が で きる こ と
4．Y ］： 1

か ら，箸

を繰 り返 し操作す る こ とに よ っ て 運動学習が 成立 し、次第

に 1 型 に 変化 して い く もの と 推定で き る
 

％ こ の 推定を

支持す る結果 を最近私 達 は 得て い る 。す な わ ち，成 人女 性

の 非 利 き手 で 箸 を操作す る ト レーニ ン グ を繰 り返 す と箸 の

持 ち方が 本研究 で 定義 した 〔Fig．1）ll型から 1型へ と次

第 に 移行 した （立屋敷 ら，未発表）。こ れ らの こ とか ら，

箸の 持 ち方が 標準型 の 1型 に ほ ぼ 確立 す る 年齢は少な くと

も 15歳以 降 で あ る こ とが 示 唆 さ れ る 。

　一般 に，箸を標準的 な持 ち 方 （1型） で 食べ もの を取 る

操作を行 うと浅指屈筋 と 背側骨間筋の 放電頻度 が 高 くな

り
「” 1／Sl

，多様 な箸 の 操作 が 無理 を伴 う こ と な く可 能で あ り，

⊥二下 の 箸 を操 作 す る筋 に脳 か らの 遠 心 性 ニ ュ
ーロ ン の 出力

情報 が 伝 わ っ て 食べ もの や 料理 を容易 に取 る こ とが で きる

と推定され て い る。事実 本研究におい て も 1型 と判定 さ

れ た対象者 の 箸 の 動 きは 安定 して お り，箸 の 操 作 を行 っ て

い る 手 の 動 き に 無 駄 が な く，特 に 上 体の 姿勢 を ほ ぼ 垂直の

状態 に保持 して 箸 を操作 して い る こ と を ビデ オ画 像 か ら視

認 に よ っ て 確認 で きた 。

　
一
方，IV型 に つ い て は 全体 の 約 14％ を占め ，こ の 値 は

成長
・発 達 に よ る変化 もみ られ な い こ と （Table　1） か ら

個性的 な持ち方とも考えられ，他 の 持 ち方に移行す る 可能

性 は 相対的 に 低 い もの と推 定で きる 。

　 本研究 で 得 られ た 1型 の 割 合 を谷 田 貝の 報告
S ）

と比 較 す

る と，8歳 で は ほ ぼ 同 じ結果 で あ り，11歳 と 14歳 で は 本

研究 が そ れ ぞ れ 1．5〜1．6倍高か っ た。また，箸 を持 つ と き

に 中指が 使 える よ うに なる 年齢 は 約 5〜7 歳で あ り，中指

は 箸先 の 開閉 に 大 きく関 与す る こ とが知 られ て い る
52
帆．

本研究 で もビ デ オ画 像を詳 し く視認する と，すべ て の 指が

働 い て い る と きに 箸 の 操作 が 円滑 と な る こ と を確認 した tt

した が っ て ，箸 を 使う際 に は 中 指 の 位 置 が 重要 で あ る と考

え られ る c 先 に 述べ た よ うに，箸の 持 ち方が H 型や 皿 型 か

ら 1 型 へ と 次第に 移行す る の は，中指 の 調節機能が 発育に

伴 っ て 高 ま る こ と と何等 か の 関係があ る もの と推 定で き

る。こ の 中指 の 調節機能の 発 育変化 を箸 鉛筆 そ の 他 の

動 きか ら系統 的 に し ら べ る こ とが 今後 の 重要な課題 で あ

る。

3． 鉛筆の 持ち方 の パ ターン化

　 通常，鉛筆 の 正 し い 持 ち 方 は 普通 持ち （A 型
・Fig．2）

が 標準 と さ れ て い る
11−m

。本研究 で は A 型 の 割合 が 年齢

に よ らず 42％ と最 も高 い こ とを示 した CTable　2）。鉛筆

の 持ち方 は ，小 学校 1 ・2 年 生 の 書 写 で 指導 され ，文字 を

書 く際の 姿勢 や 用具の 持 ち方 は学 校 教 育 にお い て 重要視 さ
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れ て い る
17．26：

。 本研究の 結果をみ る と，A 型 の 割合 （42％ ）

は箸 の 持ち方 の 1型の 割合 （37％） よ りや や 高い （Tables

L2 ）。　A 型 は 男子 が 女子 の 約 1．6倍 で あ る の に 対 し，逆

に B〜D 型 で は 女子 が 男子 の 18 倍で あ る こ とか ら，女子

の 鉛 筆 の 持 ち方 は 男子の そ れ に 比 べ て 多様性 が あ る 点 に 特

徴 が あ る。こ の よ うな性差 は 鉛筆指導 の 効果 の 差 に よる も

の か，それ と も神経筋協応能の 発育 ・発達変化 の 差 に よ る

もの か，あ るい は最近の 小学校高学年以降の 女子 に 小 さ い

字を書 く傾向が み られ る こ とか らそ の 際 の 持 ち方 の 影響 に

よる もの か，等 の 要因が 考え られ るが，そ の 実体は 不明 で

あ る。

4．　 箸 と鉛 筆 の持 ち 方の 関連

　 箸 の 標準的な持ち方 （1 型） と鉛筆の 普通持ち （A 型）

との 問 に関連がある と指摘 さ れて い る が
5）
，そ の 関 連 の 実

態 は 明確に され て い な い 。こ の点を本研究 で は詳細 に検討

した。箸と鉛 筆の 持ち方の 関連 を み る た め，箸 の 1型 の 対

象者 で 鉛 筆 の 持 ち 方が A 型 の 割合 は 42％ ，箸の 1 型 の 対

象者 で 鉛筆 の 持ち方が A 型 の 割合 は 46％， 1型 また は H

型 の 対象者 の B 〜E 型 は 54〜58％ と高値 を示 した （Table

3）。したが っ て，ほ ぼ 標準的 な 箸 の 持 ち 方 （1型 ・H 型）

は 42〜46％ が A 型 で あ り，半数以 上 は B〜E 型 で あ り多

様な鉛筆の 持ち方を示す こ とが わ か る。それ に対 して 鉛筆

が A 型 の 対象者 は箸 の 持ち方が 1型 で 39％ ，1 型で 45％ ，

1型 と 1 型 を合 わ せ る と 83％ と著 し く高 く，残 りの 17％

が 皿 型 とIV型 に 過ぎなか っ た （Table　3）。したが っ て，鉛

筆 の 持ち方が A 型 の 対象者 は 箸の 持 ち 方が 1型 と H 型 で

約 4／5 以 上 占め て お り，鉛 筆 の 持 ち 方が A 型 で は 1 型 か

また は H型 の 箸の 持ち方で ある 可能性 が 高い もの と推定 で

き る。

　一方，箸が 1 型 か また は H 型 で あっ て も鉛筆 が A 型 で

あ る の は 42〜46％ に 過 ぎな い （Table 　3）。こ の 現象 は 小

中学生 の よ うに 箸 や 鉛筆 の 持ち方が まだ 十分 に確立 され て

ない 年齢 の た め に過渡期的 に み られ る の か，そ れ と も成 人

後で も同様 にみ られ る の か につ い て は 不明 で あ る。今後

この 点を明 らか に する こ とが 重要で あ ろ う。 従来，鉛筆 の

持 ち方 の うち A 型 （Fig．2） は 箸の 持ち方の 1型 （Fig，1）

の 下 箸 を抜 い た 形 と考 え ら れ て きた
14：3

が， 1型 と A 型 の

母指の 関節 の 曲げ方 に大 きな 相違 が み ら れ る。す な わ ち，

箸 の 1型 で は 母指 の 関 節を殆 ど 曲げ な い の に 対 し，鉛筆の

A 型 で は 母指 の 第
一

関節 を 大 きく屈曲させ て い る。した

が っ て ，小中学生 に お け る箸 の 1型へ の 移行 に は 母 指 の 曲

げ方 に 着 目 して 箸独 自の 持 ち方を指導す る こ とが 必 要 で あ

ろ う。

要　 　約

　小 中学 生 （n ＝161）の 箸の 持 ち 方 と鉛筆 の 持 ち方 の 成長・

発 達 変化 を明 らか に す る た め，箸 の 持ち方 を 4 種類 に 分け

た （1型 1標準型，H 型 ：標準型 に 類似 した持ち方，皿 型 ：

不 十分 な持ち方．W 型 ： そ の 他 の 持ち方）。 また，鉛筆 の

持ち方を 5 種類 に 分けた （A 型 ： 普通持ち，B 型 ： 母 指 を

強屈 した 持ち方，C 型 ： 母指を伸 した持 ち 方，　 D 型 ： 示 指

で 調節す る 持ち方，E 型 ： そ の 他 の 持ち方）。さ ら に箸の

持ち方 と鉛筆の 持 ち 方 と の 関連 につ い て も しらべ た。その

結果，つ ぎの 知見が 得られ た。

ユ， 箸の 1型 の 割合 は 年齢が 高 くな る と共 に 高 くな っ た 。

　且型 の 割合 は 40％ を 占め，年齢 の 増加 に よ りや や 減少

　 し た。皿 型 は年齢 と共 に 明 ら か に 減少 し，女子 が 相対的

　 に 高 か っ た 。 IV型 は 年齢 に 関係 なく 14％ で あ っ た。　 H

　 型 と IV型 の 割合 は男子 が 女子 よ り相対的に 高か っ た 。

2． 鉛筆の A 型 の 割合 は 年齢 に 関係 な く約 42％ で あ っ た

　の に 対 し，B〜D 型 の 合 計 は 39％ で あ っ た。鉛 筆 の 持

　ち方に は男子 よ り女子 で 明 らか に多様性 が み られ た 。

3． 箸 の 1型 と 1 型 の 総数 は 全体 の 79％ で あ り，そ の う

　ち鉛筆 が A 型 は 44％，残 りの 56％ は A 型 以 外 の 持 ち

　方で あ っ た。鉛 筆 の A 型 の う ち 箸 の 工型 と ［型 の 和 は

　 83％ で あ っ た。

　以上 よ り，小中学生 の 箸の 持ち方は 鉛筆 の 持 ち方 よ り遅

く発 達す る こ と，また，箸 の 持ち方が 標準型 に ほ ぼ 確立 す

る 時期 は 少なくと も 15歳以 降 で あ る こ とが示唆され た 。

　本研究に 多大 な る ご 協力 い た だ い た小 学 校 ・中 学 校の 児

童 ・生徒 の 皆様並 び に関 係 各 位 に衷心 よ り御 礼 を 申 し上 げ

ます。また，若林 ち ひ ろ，杉田泰葉の 各氏 を は じめ 上 越教

育大学食科学研究 室 の 皆様 の 協力 に 感謝 します 。
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